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血圧値には上（収縮期血
圧）と下（拡張期血圧）の2
つがあります。
「上」の血圧は、心臓が縮
んで血液が押し出される
ときの血管の圧力で、血
圧の最大値となります。
 （目標値は135mmHg＊）
「下」の血圧は、心臓が大
きくなって血液が心臓に
流れ込んでくるときの血
管の圧力で、血圧の最小
値となります。
  （目標値は85mmHg＊）
血圧の管理には両方の血
圧値が必要ですので、両
方とも記録するようにし
ましょう。

血圧の測り方

若年、中年、
高齢者（65-74歳）患者

高齢者（75歳以上）患者

糖尿病患者

CKD2）患者
（蛋白尿陽性）
脳血管障害患者
冠動脈疾患患者

診察室血圧

140/90未満
150/90未満

（忍容性があれば1）140/90未満）

注　目安で示す診察室血圧と家庭血圧の目標値の差は、診察室血圧 140/90mmHg、
　　家庭血圧 135/85mmHgが、高血圧の診断基準であることから、この二者の差
　　をあてはめたものである

1）忍容性があれば：主治医の指示のもと、治療継続に差し支えない場合
2）CKD：慢性腎臓病

130/80未満
130/80未満
140/90未満

家庭血圧

135/85未満
145/85未満（目安）
（忍容性があれば1）135/85未満）

125/75未満
125/75未満（目安）
135/85未満（目安）

降圧目標（単位：mmHg）

1 2

・静かで適当な室温の環境
・原則として背もたれつきの椅子に脚を組まず座って 1-2 分の安静後
・会話を交わさない環境
・測定前に喫煙、飲酒、カフェインの摂取は行わない
・圧迫帯（カフ）位置を心臓の高さに維持できる環境

1機会原則2回測定し、その平均をとる
1機会に1回のみ測定した場合には、1回のみの血圧値をその機会の血圧値として用いる

すべての測定値を記録することが強く推奨されています

記入例

朝の測定 夜の測定

血圧の豆知識

●起床後1時間以内に
●排尿後に　●朝食前に　
●お薬をのむ前に

●就寝前に
●入浴後は1時間以上空けて

日本高血圧学会「高血圧
治療ガイドライン 2014」
で、家庭血圧での高血圧
は 135/85mmHg 以上と
されています。

＊

朝、夜の平均値を
線で結びましょう。

下の血圧も上と同様に
グラフを作りましょう。

脈拍数（脈拍 /分）も 2回
忘れず記入しましょう。

1
回
目
測
定

2
回
目
測
定

服薬チェック、
症状等

主治医に処方された薬を飲んだ
ら○、飲み忘れたら×を記入しま
しょう。
またその他症状等、気づいたこと
があれば記入してください。
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